
 

 愛 媛 県 環 境 審 議 会 の 会 議 結 果  
 

１ 会議の名称   愛媛県環境審議会（書面開催） 

２ 開催日時  令和７年 10月 21日（火） 

３ 報告事項    

   愛媛県栄養塩類管理計画の策定について 

 

委員からの主な意見 
・海流の影響もあるので、瀬戸内海の近隣県とも情報を共有しながらモニタリ 
ングを行っていただきたい。 

・海苔の色だけではなく、水産庁や環境省などとも連携して、プランクトン、 
魚など生態系への影響についてもモニタリングでき、豊かな海になったこと 
が確認出来るとありがたい。 

  →本計画に係る今後の取組については、計画に基づき、市町と連携して栄養塩 
類増加措置するとともに、対象海域での効果検証を通じて柔軟に計画を見直 
すこととしている。 

   国や関係府県とも情報交換しながら、水質環境の保全と水産資源の回復を両 
立させ、瀬戸内海の豊かな海づくりを推進したい。 

 
  ・本計画実現により、瀬戸内海のノリ養殖等の海産資源の回復が図られ、豊か 

な海が戻ることを期待している。 
・今後の海水温上昇にも適応できるようなノリの品種改良にも取り組んで行か 
れたら良いかと思う。 

  →県栽培資源研究所にて品種改良を進めている。栄養塩類管理計画を先行して 
策定している兵庫県や香川県ではノリの生産量が伸びており、栄養塩類増加 
措置も必要と考える。 

 
※審議会資料は別添のとおり 
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